
 

 毎年恒例の古文書講座の 1回目が新型コロナウィルス感染防止対策を取りながら，2月 19日に開かれました。

こうした中にも関わらず，今回の聴講者には市外の方が 4割を占め，また初めて受講される方も目立ち，古文書

に対する関心の深さが窺えました。 

 初回は，初めての受講者のために，古文書とは何か，読むための基礎から入り，それをふまえて，くずし字の

一番読み解きやすい武家文書に挑戦しました。今回の資料は，金沢の茨木家文書を取り上げ，利常書状を中心に

読み解きばかりでなく，茨木家が活躍した時代背景についても学びました。当地方の歴史に触れるのもこの講座

の魅力の一つです。講座は回を追うごとに，くずし字が難解になりますが，続けて挑戦してみましょう！ 

《 古文書から ～時代背景を探ろう!～ 》 

 文書に登場する｢奥村因幡悳輝｣は，加賀八家

奥村分家三代当主で，前田家五代綱紀に仕えた。

｢茨木傳右衛門｣は，茨木家の三代目である。 

 年号が記されていないが，十干(甲乙丙丁戊己

…)十二支(子丑寅卯辰巳…)の組み合わせ｢己巳

(ﾂﾁﾉﾄﾐ)｣と悳輝の生没年(1653～1705)から元禄

2年(1689)と推察される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 276号 

令和 4年 3月 1日 

小松市史編纂担当 

へんさんだより 

第 97･98回 市史講座 

 講 師：袖吉 正樹氏 
(金沢市立玉川図書館・小松市史専門委員) 
 
 時 間：２講座とも午後２時～４時 

 会 場：小松市公会堂４階 大会議室 

３月  ５日 (土)  

 「安宅町文書を読む」 
  地元の安宅町文書を読み解く 

  町の様相も探る 

３月 13 日 (日)  

 「十村石黒家文書を読む」 

  十村石黒家の文書を読み解く 

  十村役の一端に触れる 

《 ｢武家文書を読む｣の講座資料から ～復習してみよう!!～ 》 

 講座の中で，最後に取り上げた，くずし方がやや難解な武家文書です。その内容は，奥村因幡悳輝(ｲﾅﾊﾞﾔｽﾃﾙ)

から茨木傳右衛門(ﾃﾞﾝｳｴﾓﾝ)に出された書状で，傳右衛門の嫡男の結婚を藩主が許可したと知らせるものです。

最初の語の｢御手前(ｵﾃﾏｴ)｣は傳右衛門のことで，文中の一字空きは，藩主に敬意を払う｢闕字(ｹﾂｼﾞ)｣です。 
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小松市史編纂担当（小松市立図書館 2 階） 

・住所 〒923-0903 小松市丸の内公園町 19 芦城公園内 

・TEL 0761(24)5315 ・FAX 0761(22)9763 

・E-mail hensansitu@city.komatsu.lg.jp 

・URL https://www.city.komatsu.lg.jp/soshiki/toshokan/shishihensan/index.html 

 

＜３月のカレンダー＞ 開室時間 10：00～17：00(火～金)/9：00～17：00(土) 

＊     は市史編纂担当の事務局は閉室しています。 

 

『新修 小松市史 資料編 18 近現代』第 6･7 章の見どころ 

 第 6章から第 12章までは，第 2部｢社会｣となり，地域社会の

状況を探る。第 6章では，｢地域社会と地域組織｣と題し，第 1節

では，龍助町，茶屋町の史料から当時の組織運営等を紹介する。

第 2節では，農村部の青年・女性組織の状況を，大杉谷村赤瀬区

の史料より掲載した。第 3節では，宗教を取り上げ，仏教関係は

当地域で大勢を占める真宗大谷派を中心に宗政，教学について，

神社関係では，明治 39年から実施された神社整理に関する史料

を収録した。DVD に，第 6章の資料として，引札(写真右)を収録

したが，その背景を見ると，当時の様相を色濃く映している。 

第 7 章では，徴兵制度が成立した明治初年から

昭和 20年(1945)の敗戦に至る間の軍事と国民統合

に関する史料を収録した。第 1 節では徴兵令など

兵士に関する史料を集めた。第 2 節では戦争協力

体制が構築された経緯を，第 3節では行啓を通じ，

国民意識が統合される経緯を掲載した。第 4 節は

軍事・教練教育や軍事関連団体が果たした機能に

注目した。第 5節は，日中戦争以降，総力戦体制の

中，住民はどう関わったかをまとめた。当時の状況

は写真(左)が残されており，DVD で紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日 

2/27 2/28 1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 31 4/1 4/2 

 

＜２月の活動状況＞ 

・２月 １日(火) 梯川改修他新聞資料調査 

・２月 10日(木) 通史(中世・近世)部会 

・２月 12・13日 財政関係資料調査 

・２月 13日(日) 通史(近現代)部会 

・２月 19日(土) 第 96回市史講座「古文書講座」 

・２月 24～26日 ブラジル移民調査(JICA 資料館他) 

 

＜３月の活動予定＞ 

・３月 ５日(土) 第 97回市史講座「古文書講座」 

・３月 13日(日) 第 98回市史講座「古文書講座」 

 

『新修 小松市史 資料編 18 近現代』DVD 付 

定 価：5,100 円 
販売所：市史編纂担当・うつのみや・明文堂書店 

mailto:hensansitu@city.komatsu.lg.jp

